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日
本
に
は
じ
め
て
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
室
町
時
代
の
お
わ
り
に
ち
か
い
、
天
文
十
八
年
二
五
四
九
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ナ
パ
ー
ル
王
国
（
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
国
境
）
に
生
れ
た
ス
ペ
イ
ン
人
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
（
一
五
○
六
～
五
二
）
が
日
本
布
教
の
た
め
、
鹿
児
肪
に
上
陸
し
、
比
か
ひ
ざ
傾
主
島
津
貴
久
の
ゆ
る
し
を
得
て
、
は
じ
め
て
日
本
人
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
。やそ
か
い
ザ
ビ
エ
ル
は
、
ス
ペ
イ
ン
貴
族
イ
グ
ナ
テ
ィ
ゥ
ス
Ⅱ
ロ
ョ
ラ
ら
と
と
も
に
〃
耶
蘇
（
イ
エ
ズ
ス
）
会
“
を
興
し
、
極
東
の
地
に
お
い
て
旧
教
を
ひ
ろ
め
る
た
者
の
数
を
ふ
や
し
て
い
っ
た
。
き
り
し
た
ん
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
信
徒
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
の
こ
と
を
、
わ
が
国
で
は
一
般
に
〃
吉
利
支
丹
〃
〃
天
主
教
徒
“
な
ど
と
呼
ん
だ
。
士
口
利
支
丹
と
い
う
呼称は、ポルトガル語の○ゴュの圃○から来ているものらしい。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
九
州
・
中
国
・
近
畿
地
方
を
中
心
に
、
ま
た
た
く
間
に
広
が
っ
て
行
っ
た
。
が
、
や
が
て
秀
吉
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
（
天
文
十
五
年
Ⅱ
一
五
八
七
）
、
さ
ら
に
禁
教
令
は
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
弾
圧
を
つ
よ
め
、
南
蛮
寺
（
教
会
）
を
破
却
さ
せ
、
以
後
宣
教
師
や
信
徒
は
み
つ
け
し
だ
い
海
外
に
追
放
さ
れ
る
か
、
処
刑
や
厳
罰
を
も
っ
て
処
分
さ
れ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
は
、
以
後
明
治
初
年
ま
で
約
二
百
八
十
年
に
わ
た
っ
て
つ
づ
く
の
で
あ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
は
、
ス
ペ
イ
ン
貴
族
〃
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
あ
と
に
し
た
。
異
教
を
お
し
え
る
宣
教
師
は
、
上
日
本
最
古
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
に
つ
い
て
わ
が
国
で
は
ば
て
札
ん
〃
伸
天
迎
〃
と
よ
ば
れ
、
そ
の
教
義
は
当
時
の
、
ｕ
本
人
か
ら
珍
し
が
ら
れ
、
ま
た
歓
迎
さ
れ
も
し
、
徐
々
に
億
宮
永
孝
140（１）
こ
れ
ら
二
基
の
墓
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
専
門
家
や
郷
士
史
家
な
ど
が
、
み
じ
か
い
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
い
ま
こ
と
さ
ら
に
新
た
な
知
見
を
く
わ
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
紙
上
に
お
い
て
は
じ
め
て
細
介
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
長
い
歳
月
が
た
っ
て
い
る
た
め
、
蕊
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
脈
意
味
で
は
あ
る
ま
い
。
本
稿
は
い
わ
ば
そ
の
現
状
唾
報
告
で
も
あ
る
。
きた。
（１）
八
尾
市
（
大
阪
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
（
昭
和
十
年
に
壷
要
美
術
口
叩
に
指
定
さ
れ
た
）
は
、
「
今
日
迄
日
本
で
発
見
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
巾
般
古
の
Ｊ
Ｄ
の
に
属
す
る
」
（
松
田
毅
一
『
近
畿
キ
リ
シ
タ
ン
史
話
』
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
墓
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
墓
が
紹
介
さ
れ
た
と
き
、
川
端
家
総
代
内
藤
俊
次
翁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
と
さ
れ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
は
亡
く
な
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
埋
葬
さ
れ
、
墓
碑
が
建
て
ら
れ
た
が
、
教
徒
に
対
す
る
抑
圧
が
は
げ
し
さ
を
蝋
す
ご
と
に
、
蕊
は
、
土
の
な
か
に
埋
め
て
人
目
を
く
ら
ま
す
か
、
あ
る
い
は
擬
装
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
幸
い
破
却
を
ま
ぬ
が
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
墓
が
、
こ
ん
に
ち
近
畿
地
方
や
九
州
な
ど
に
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
で
現
存
す
る
も
っ
と
も
古
い
墓
碑
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
す
る
の
が
本
稿
で
あ
る
。
や
鞠
か
れ
た
ば
わたしは日本最古のキリシタン墓碑といわれるものが一一基、八尾市（大阪）と佐世保市川棚町（九州）にある》」とを史書によって知っ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
を
実
見
す
る
機
会
は
な
か
な
か
め
ぐ
っ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
先
年
よ
う
や
く
現
地
に
お
い
て
わ
が
ｎ
で
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で
私
の
老
母
は
こ
の
蕊
を
「
シ
ソ
・
ぺ
・
イ
ド
ン
』
と
巾
し
、
術
に
私
等
に
「
こ
の
蕊
さ
へ
大
切
に
守
っ
て
ゐ
た
ら
別
に
蕊
を
建
て
る
こ
と
は
い
ら
ぬ
。
此
の
方
が
自
分
＊ ＊
(2)139
て
一
一
一
一
７
工
〆
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４
ノ
７
－
斗
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ノ
１
里
ｉ
ｊ
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乱墓碑は、花］岡岩でできており、、
に螂どある。〈口座の高さは、Ⅳ叩。図一
ｔ
、処刻印された文字は、》」んにちほ，
シリ文字がきざ＋よれ、さらにキリシタ〕
少Ｔｍただし】ニンｚ弓閂○のｚは、じっ・
』
Ｉ
（Ｒｕ）
稚きたようで草聿巨体とのことである・みがロのえ
ろ
古老たちは、境内に石の唐櫃（西洋の大箱）や鐘坐（３）
分の一）ほどの地に家がたてられることはなかった。
文中にある「ここの隅に……」とは、八尾町字西郷（現・八尾十叩米広川一丁目）にある「共同墓地」（別名「西郷墓地」。比較的ちい
さ
な
も
の
で
い
ま
も
あ
る
）
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
自
宅
の
庭
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
「此処に持って来た」とは、「共同墓地」（西郷墓地）に移したという意であろう。この墓地から約五丁（約五○○メートル）ほどは
なれた所に、川端宗太郎宅があり、そのあたり（大字西郷字谷小脇）に〃パテレン原敞（教会）“とよばれる所があったという。
と
う
き
せ
た
ん
古
老
た
ち
は
、
境
内
に
石
の
唐
櫃
（
西
洋
の
大
箱
）
や
鐘
が
埋
め
て
あ
る
と
伝
え
き
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
昭
和
初
期
》
」
ろ
ま
で
九
畝
（
｜
畝
は
一
反
の
十
バ
テ
レ
ン
屋
敷
の
会
堂
を
取
り
こ
わ
す
と
き
、
錨
を
い
っ
し
ょ
に
埋
め
た
と
い
う
伝
説
は
信
ぴ
ょ
う
性
が
あ
り
、
西
郷
村
の
庄
展
の
譲
り
状
（
正
保
四
年
二六四七〕）のなかに、「大うすかい」の字名があったという（棚橋利光『八尾・柏原の歴史』昭和冊・２）。
と
こ
ろ
で
問
題
の
そ
の
キ
リ
シ
タ
ン
蕊
は
、
現
在
八
尾
市
本
川
六
番
地
の
岡
村
俊
狄
氏
邸
に
あ
る
。
同
氏
か
ら
お
側
き
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
Ｍ
和
四
十
二、三年（一九六七、八年）ごろ「西郷墓地」から移したもので、時おり見せてほしい、といって訪ねてくる人もあるという。
（４）
墓
碑
は
、
花
崗
岩
で
で
き
て
お
り
、
舟
形
を
な
し
て
い
る
。
実
測
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
さ
は
縦
Ⅲ
叩
、
横
川
ｍ
で
あ
る
。
本
体
の
石
の
厚
さ
は
、
約
加
叩
ほ
ど
あ
る
。
台
座
の
高
さ
は
、
Ⅳ
叩
。
図
で
示
す
と
、
次
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
な
る
。
刻印された文字は、こんにちほとんど読みとることができない。舟形の柱石の表面は、縁どられ、中央に十字架、その下に田のの
爵
覇
文字がきざまれ、さらにキリシタン教名言し国ｄ○が彫られている。
た
だ
し
冨
鈩
ｚ
ゴ
○
の
ｚ
は
、
じ
っ
さ
い
逆
字
に
な
り
、
国
と
な
っ
て
い
る
。
「
満
所
」
の
文
字
は
、
い
ま
は
見
え
な
い
が
、
三
十
年
ほ
ど
ま
え
は
判
読
で
み
ず
の
え
う
ま
満所が亡くなった「天正十壬午年五円、一一十六日」
く
ら
い
等
御
先
柵
械
じ
ゃ
」
と
申
し
て
を
り
ま
し
た
。
》
」
の
蕊
は
こ
こ
の
隅
に
半
分
位
埋
れ
て
ゐ
ま
し
た
の
で
、
今
か
ら
四
十
年
樫
前
「
私
が
鮒
り
出
し
て
此
処
に
持
っ
て
来
（允乙）
たＬ）のであります」。
は
、
太
陽
暦
の
一
五
八
二
年
六
月
二
十
六
日
で
あ
る
。
こ
の
日
付
は
、
太
陰
暦
（
旧
暦
）
で
は
、
138（３）
者は、
本
能
寺
の
変
（
６
．
２
Ⅱ
７
．
１
）
の
約
一
週
間
ほ
ど
前
に
あ
た
る
。
き
ん
さ
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
当
時
、
全
国
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
数
は
十
万
人
、
天
正
十
年
（
一
五
八
一
一
）
に
は
十
五
万
人
に
達
し
た
。
》
」
の
年
の
近
畿
地
方
の
信
み
や
こ
都（京都）……………………約一一五○○○人
高
槻
（
高
山
右
近
の
城
下
）
…
…
約
一
八
○
○
○
人
1
81cｍ
［正面から見た図］
l7cm
-J【＿
ワさ
１
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｍ
Ｗ
０
１
２
机
約 ［横から見た図］
98cｍ
(4)１３７
日本最古のキリシタン蕊碑について
八
尾
は
、
シ
メ
ァ
ン
丹
後
殿
（
池
田
丹
後
守
）
の
居
城
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
八
百
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
主
だ
っ
た
侍
や
兵
は
み
な
キ
リ
（７）
シタンであった。一一一人の緬主（若江一一一人衆）がいて、河内半国を共同支配していた。本能寺の変のあと政治の覇権をにぎった秀吉は、
（８）
近
畿
の
諸
将
の
多
く
を
移
封
さ
せ
た
が
、
八
尾
城
主
・
池
田
丹
後
守
は
美
濃
国
に
移
さ
れ
た
。
と
も
あ
れ
八
尾
に
残
る
日
本
最
古
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
に
つ
い
て
は
、
い
ま
も
く
わ
し
い
こ
と
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
八
尾
の
キ
リ
シ
タ
ン
ら
は
教
会
を
つ
く
り
、
信
仰
を
盛
ん
に
し
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
レ
プ
リ
カ
ちなみに八尾のキリシタン墓碑は、複製口叩がつくられ、昭和六十一一年（一九八七）十一月、高安山施に開館した「八尾市立歴史民族
資料館」に展示してある。
・
そ
の
ざ
か
わ
た
ぱ
あ
ざ
現存する日本で二番Ｒｕに古いキリシタン墓碑は、長崎県東彼杵郡川棚町下組郷字平尾の山林のなかにある。この墓碑については、戦
（９）
前
戦
後
を
通
じ
て
す
で
に
何
人
も
の
●
史
家
が
写
真
お
よ
び
拓
本
な
ど
に
よ
っ
て
、
簡
単
な
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
川
棚
町
に
行
く
に
は
、
Ｊ
Ｒ
大
村
線
を
利
用
す
る
か
、
長
崎
空
港
か
ら
出
て
い
る
、
佐
世
保
行
の
バ
ス
に
の
る
し
か
な
い
。
こ
の
町
は
ち
ょ
う
ど
佐
世
保
の
南
東
に
接
し
、
川
棚
川
下
流
の
中
心
集
落
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
ち
ゅ
う
は
、
海
軍
工
廠
な
ど
の
施
設
が
あ
っ
た
。
い
ま
は
人
口
約
一
万
五
千
ほ
ど
の
町
で
あ
る
（
浜
名
志
松
『
九
州
キ
リ
シ
タ
ン
新
風
土
記
』
葦
書
房
、
平
成
元
・
６
）
。
大村市から川棚町まで、約二十数キロの行程である。わたしは長崎空港より、バスにゆられながら国道三十四号線を佐世保にむかっ
た
。
進
行
方
向
の
左
手
に
み
え
る
の
は
、
静
か
な
、
青
々
と
し
た
大
村
湾
で
あ
る
。
え
い
い
き
と
い
う
大
き
な
寺
の
埜
域
に
あ
る
。
（６）
であった重り’しい。
。
進
行
方
向
の
左
手
に
み
え
る
の
は
、
静
か
な
、
青
々
と
し
Ｌ
川
棚
の
キ
リ
シ
タ
ン
基
碑
は
、
町
の
西
北
の
山
す
そ
に
あ
る
、
「常在寺」（日蓮宗）
＊
136（５）
山
門
の
わ
き
に
小
径
（
の
ぼ
り
坂
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
、
こ
れ
よ
り
約
一
八
○
メ
ー
ト
ル
」
と
書
い
た
案
内
図
が
み
ら
れ
る
。
案
内
図
ど
お
り
に
進
む
と
、
山
の
中
腹
の
や
や
開
け
た
場
所
に
目
ざ
す
墓
が
あ
っ
た
。
、
、
、
ま
わ
り
を
鉄
柵
で
か
こ
ん
だ
中
に
、
自
然
石
の
板
碑
（
玄
武
岩
）
が
立
っ
て
い
た
。
そ
の
う
し
ろ
に
説
明
板
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
いる。いっ
た
い
だ
れ
が
い
つ
頃
こ
の
墓
碑
を
発
見
し
、
一
大正十五年（一九二六）の蟇のことである。
川
棚
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
の
刻
印
は
、
八
尾
の
も
の
と
は
異
な
り
、
比
較
的
判
読
し
や
す
い
。
形
状
は
、
正
面
か
ら
見
る
と
長
方
形
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
縦
長
で
あ
る
。
上
部
が
右
の
ほ
う
に
や
や
傾
斜
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
だ
れ
が
い
つ
頃
こ
の
墓
碑
を
発
見
し
、
ま
た
そ
の
歴
史
的
背
景
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
村
蒲
で
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
郡
崩
れ
（
郡
村
を
中
心
に
数
百
名
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
発
覚
、
処
刑
さ
れ
た
）
の
あ
と
、
頒
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
は
徹
底
的
に
破
却
さ
れ
た
が
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
没
し
た
こ
の
富
永
二
介
の
妻
の
慕
碑
は
、
奇
し
く
も
そ
の
難
を
免
れ
た
も
の
で
あ
る
。
常
在
寺
の
過
去
帳
に
明
暦
二
年
に
死
亡
し
た
富
永
治
介
の
名
が
あ
る
が
、
こ
の
過
去
帳
は
一
度
書
き
直
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
と
き
二
を
治
に
書
き
違
え
た
の
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
墓碑の中央役は略の意で、その下はクルス、○の下ＭＡＣＩ（マシァ）はキリシタン名と云われるが異説もある。このような和洋折衷様式
の
墓
碑
は
全
国
で
も
珍
し
い
と
い
う
。
長
崎
県
指
定
史
跡
一
九
八
九
年
川
棚
町
教
育
委
員
会
(6)１３５
日本最古のキリシタン墓碑について
［横から見た図］
［正面剣一一約29ｃｍ－－民
約
どのくらい埋まっているか不l川・
石の厚さは一定しない。
（川）
川棚町平島郷の一同年・宇久忠治
、
、
、
（当時、一一十歳代）は、めいしろを
と
る
た
め
に
友
人
と
と
も
に
常
在
寺
の
一裏山のなかに入った。
二
人
は
道
の
な
い
五
輪
塔
の
山
を
く
だ
り
、
や
が
て
四
、
五
尺
ほ
ど
の
崖
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
飛
び
お
り
た
と
き
、
やぶの中に「古ぼけた石」が立っ
ているのに気づいた。
好
奇
心
に
か
ら
れ
、
そ
れ
を
よ
く
見
る
と
、
横
文
字
の
よ
う
な
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
。
は
じ
め
そ
の
石
を
見
た
と
き、軍部の何かの標識とおもった。
しかし、やぶのなかに標識とは、
おかしい気がした。あるいは墓か。
冬の宵は、早くおとずれる。
二人は何とはなしに、薄気味わ
る
く
な
り
、
急
ぎ
帰
宅
し
た
。
そ
の
後
、
Ｒ
が
絶
つ
に
つ
れ
て
、
こ
の石のことは記憶からうすれて行っ
134（７）
数
日
後
、
川
棚
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
当
時
長
崎
県
立
図
書
館
長
で
あ
っ
た
永
山
時
英
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
じ
め
て
、
川
棚
の
キ
リ
シ
タ
ン
石
は
、
学
者
の
目
に
ふ
れ
、
学
問
的
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
永
山
は
石
に
刻
ま
れ
た
横
文
字
の
解
読
に
、
す
ぐ
な
か
ら
ず
と
ま
ど
い
、
判
断
に
苦
し
ん
だ
。
まず段がわからない。脇の解読にも自信がもてなかったので、ポルトガル公使ドォ・コスタ・カメィロ（。。。・の厨○口日囚８）氏
に
教
示
を
仰
い
だ
。
公
使
の
説
明
で
は
、
Ｒ
に
棒
を
引
い
た
よ
う
な
文
字
は
、
Ｒ
と
Ｖ
と
の
結
合
文
字
で
あ
り
、
謀
り
は
Ｃ
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
○
ｍ
ぐ
の
（
古
く
は
Ｕ
を
Ｖ
と
記
し
た
）
と
よ
め
る
と
の
回
答
が
来
た
。
○
幻
ぐ
の
（
十
字
架
の
意
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
は
、
い
ま
は
Ｏ
幻
口
の
ま
たは○幻ロ国とつづるようである。ポルトガル公使は、丸の下にある川は判断がつかなかったようである。
醜は○四四の曰くの（キリストの意）であり、川は三目口の頭文字とおもわれる、という（永山時英『切支丹史料集』第一輯）。
キ
リ
シ
タ
ン
史
家
の
松
田
毅
一
は
、
昭
和
五
十
年
Ｃ
九
七
五
）
七
月
、
じ
ぷ
ん
が
勤
務
す
る
京
都
外
国
語
大
学
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
の
研
究
会
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
人
を
ふ
く
め
た
同
僚
教
授
ら
に
墓
の
写
真
（
組
合
せ
文
字
）
を
み
せ
て
見
解
を
も
と
め
た
。
す…葱異口同音に⑤憾議のこと…、と断言したという．しかし、ディェゴバチ寸師鰹これに異をさしは真
（烟）
私信において、「］『」」口と読むにしては、ｉの点が大きすぎる。また上部の。”ぐのの組合せも、○幻ぐのなら上に略号を付する必要がな
（Ⅲ）
依頼した。
宇
久
青
年
は
、
前
年
の
冬
に
み
か
け
た
墓
の
こ
と
を
想
い
だ
し
、
そ
の
と
き
の
友
人
を
誘
っ
て
、
そ
の
石
を
さ
が
し
に
出
か
け
た
。
二
人
は
道
な
き
や
ぶ
の
中
を
終
日
さ
が
し
歩
き
、
や
っ
と
の
こ
と
で
石
を
み
つ
け
た
。
こ
ん
ど
は
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
を
写
し
、
そ
れ
を
長
崎
県
庁
の
学
務
課
に
送
り
、
調
査
を
い
で
あ
ろ
う
」
と
疑
問
を
の
こ
し
た
。
た
。
が
、
一
年
ほ
ど
す
る
と
、
く
み
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結局のところ、いまに至：この⑤川の組合せ文字をどのように読むかに関して、結論は出てぃ極いの…・
没の印は、何かを略した、という意味なのか。諸家の説を参考にして、わたしなりに考えてみると、脱は○ｍぐのまたは
侭 どこそ
こ
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
が
で
た
、
と
か
、
ど
こ
そ
こ
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
跡
が
あ
る
、
と
い
っ
た
記
事
を
新
聞
で
よ
/Ｐ､
ｕﾐツ
(8)１３３
日本妓古のキリシタン墓碑について
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
古
墓
は
、
い
っ
た
い
だ
れ
の
も
の
な
の
か
。
ま
た
富
永
二
介
と
は
だ
れ
な
の
か
。
そ
し
て
か
れ
の
妻
の
名
は
何
と
い
っ
た
の
か
。
前
常
在
寺
住
職
・
江
原
亮
瑞
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
二
月
末
ご
ろ
、
川
棚
の
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
に
つ
い
て
論
考
（
本
人
は
「
序
」
の
な
か
で
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
解
説
で
あ
っ
て
論
文
で
は
な
い
、
と
断
っ
て
い
る
が
）
を
脱
稿
し
、
戦
後
『
切
支
丹
墓
縁
起
』
（
本
文
三
二
ペ
ー
ジ
、
謄
写
板
刷
小
冊
子
、
○国幻届曰くののようにもおもわれ、川は松田説を』
マ
リ
ー
了
た
ご
凰
口
（
女
性
名
）
の
頭
文
字
だ
け
を
採
っ
た
も
の
か
。
る昭
もこ和
のの２４
と小・
お’１１）５
も子・
オフは２５
れ、￣
る川を
○ｌｌＩｍすし
江
原
師
は
、
墓
碑
に
み
ら
れ
る
「
富
永
二
介
」
と
「
富
、
寺
と
「
治
介
」
と
写
し
誤
る
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
げ
ん
牡
み
ず
の
え
い
の
ともあれ同人の妻（名は未詳）は、キリシタンとして元和八年壬戌七月十五日（一六一一二・八・一一一）亡くなり、のち壮年の一一介
、
、
は
内
縁
関
係
に
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
あ
る
女
性
を
後
妻
と
し
て
む
か
え
た
。
こ
の
一
」
と
は
過
去
帳
に
み
ら
れ
る
記
述
「
富
永
治
介
内
方
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
原
師
は
、
常
在
寺
の
過
去
帳
に
よ
っ
て
、
当
時
「
富
永
」
姓
を
名
の
っ
た
者
を
さ
が
し
て
み
た
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
人
々
が
出
て
き
た
。
過去帳は当時のものではなく、のちに命日順に書きあらためたものである。
江原師は、墓碑にみられる「富永二介」と「富永治介」は同一人物であろう、と推定した。過去帳を書きあらためるとき、「二介」
慶
安
四
年
三
月
八
日
命
日
…
…
…
…
法
名
宗
通
…
…
富
永
五
郎
左
衛
門
（一六三六・九・一五）
寛
永
十
三
年
八
月
十
六
日
命
日
…
…
法
名
明
暦
二
年
正
月
十
四
日
命
日
…
…
…
法
名
了
茂
…
…
富
永
治
介
／へ
六
五
六
●
●
九
ﾐーノ
（’六五一・四・二七）
を発行した。
川
棚
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
に
関
す
る
も
っ
と
も
く
わ
し
い
研
究
で
あ
り
、
川は松田説を援用すれば、
妙
常
…
…
富
永
治
介
内
方
女
性
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
名
で
あ
ろ
う
。
「
富
永
二
介
妻
」
と
あ
る
か
ら
、
あ
り
ふ
れ
参
考
と
す
る
点
も
多
い
。
学
術
論
文
と
し
て
、
り
つ
ば
に
通
用
す
132（９）
い
う
ま
で
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
は
国
禁
、
キ
リ
シ
恥
お
と
ぱ
大
い
に
お
ど
ろ
き
、
乙
名
（
町
役
人
）
に
訴
え
で
た
。
さ
ら
に
乙
名
か
ら
長
崎
奉
行
に
知
ら
さ
れ
、
関
係
上
川
棚
の
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
基
の
主
人
公
が
亡
く
な
っ
た
こ
ろ
、
宣
教
師
ペ
ド
ロ
・
ズ
ニ
ン
ガ
と
同
ル
ド
ヴ
ィ
ク
ス
Ⅱ
プ
ロ
レ
ス
ら
は
長
崎
に
お
い
て
火
焔
り
こ
打
り
む
ら
や
つ
ぎ
になっている（一六一一一一・七）。またその死から一一一十五年後の明暦一一一年十月十一日（一六五七・一一・一六）、大村緬郡村矢次の百姓
兵
作
が
、
長
崎
に
す
む
物
差
屋
の
池
尻
理
左
衛
門
を
お
と
ず
れ
た
折
、
（旧）
ｌ
わ
た
し
の
村
に
キ
リ
シ
タ
ン
絵
を
か
ざ
っ
て
、
奇
妙
な
法
を
説
く
老
婆
が
い
る
が
、
附
き
た
け
れ
ば
辿
れ
て
行
っ
て
も
よ
い
．
〃内力〃という語を『国語大辞典』（小学館）で郛
貴
家
。
お
宅
。
③
外
に
対
し
て
、
家
庭
の
中
、
自
分
の
家
。
”
内
力
〃
は
た
し
か
に
〃
妻
〃
の
意
な
の
で
あ
る
が
、
江
タ
ン
）
が
亡
く
な
っ
て
十
四
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
麺
つ
ぎ
に
富
永
姓
を
名
乗
っ
た
武
士
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
「
肩
永
又
助
」
と
い
い
、
波
佐
見
奉
行
を
つ
と
め
た
。
江
原
推
定
し
た
よ
う
だ
。
「
肩
永
又
助
」
と
い
い
、
拙
か
ろ
う
か
対
と
惟
疋
し
た
。
取
調
べ
が
進
む
に
つ
れ
て
、
信
者
の
数
は
徐
々
に
ふ
え
、
つ
い
に
容
疑
者
は
、
総
数
六
○
八
名
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
赦
免
に
な
っ
た
者
が
半
数
ち
か
く
お
り、一一一八二名が翌万治元年七月二十七日（一六五八・八・二五）、大村・長崎・佐嘉・平戸・島原において、いっせいに処刑になった。
と
呼
ば
れ
る
大
事
件
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
こ
お
り
く
ず
れ
「郡崩」
と
い
っ
た
。
う
ち
か
上
内
力
〃
と
い
う
語
を
『
国
鉱
川
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
で
ひ
く
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
が
い
る
こ
と
を
だ
ま
つ
関
係
者
一
同
の
捕
縛
と
な
っ
た
。
殉
、
江
原
師
は
、
こ
こ
で
は
と
く
く
つ
な
関
係
に
あ
っ
た
女
性
と
解
し
た
。
内
方
の
死
は
、
妻
（
キ
リ
シ
この後妻も二介本人（もとキリシタン？）と同様、日蓮宗で葬られた。
る
と
、
こ
れ
を
名
乗
っ
た
武
家
は
、
川
棚
の
と
な
り
村
Ｉ
下
波
佐
見
村
に
一
軒
だ
け
あ
り
、
そ
の
者
は
、
、
江
原
師
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
墓
の
主
人
公
は
、
こ
の
富
永
又
肋
の
子
も
し
く
は
孫
の
一
一
介
の
若
き
妻
で
な
いくつか定義が掲げてある。①他人の妻の敬称、内儀。②他人の家の敬称。
これは、 てい
て
も
き
び
し
く
罰
せ
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
理
左
衛
門
は
(10）１３
日本最古のキリシタン墓碑について
こ
の
結
果
、
大
村
藩
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
取
締
り
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
き
び
し
く
な
っ
た
。
同
藩
は
長
崎
奉
行
よ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
を
あ
ば
き
、
踏
絵
を
お
こ
な
い
信
者
を
探
索
し
、
社
寺
を
新
再
築
し
、
各
村
の
巡
視
を
徹
底
す
る
よ
う
に
、
と
い
っ
た
厳
命
を
う
け
た
。
（Ｍ）
か
く
し
て
大
村
領
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
は
、
》
」
と
ご
と
く
あ
ば
か
れ
、
破
却
さ
れ
、
遺
骨
は
す
べ
て
大
村
湾
に
投
げ
す
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ふ
し
ぎ
に
も
常
在
寺
墓
地
の
や
ぶ
の
中
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
だ
け
は
、
破
壊
を
ま
ぬ
が
れ
こ
ん
に
ち
に
い
た
っ
て
い
る
。
ヘヘヘヘヘヘ／ヘヘヘ注
９８７６５４３２１
，－ノ、_／、=ノ、_ノミーン、_／、-ノミーノ、-ノ
（
ｕ
）
江
原
亮
端
「
切
支
丹
墓
縁
起
』
（
謄
写
板
刷
、
小
冊
子
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
）
、
二
頁
。
（
、
）
松
田
毅
一
「
大
村
純
忠
伝
」
（
教
文
館
、
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
）
、
四
四
五
頁
。
（９）古くは、姉崎正治が『切支丹伝道の興廃』（同文館、昭和５．６）の二七二頁において写真を添え、また松田毅一は『キリシタンー史実と美
術』（淡交社、昭和“。、）において写真を、さらに『大村純忠伝』（教文館、昭和昭。Ⅱ）において拓本を紹介した。
、
、
、
（皿）川棚町郷土資料館館長・縄木機治氏は、宇久忠治の友人であった。縄木館長によれば、忠治は友人の野中某といっしょにめじろ（めじろ科の
小鳥、背は黄緑色、目のまわりは白い、鳴き声は美しい）をとりに山中に入ったときに、たまたまこの墓を発見した。宇久忠治は、お茶の商売
を
や
っ
て
い
た
と
い
い
、
戦
後
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
琴'''１１Ｗ測版
一
棚
橋
利
光
『
新
版
八
尾
（
松
田
毅
一
『
近
畿
キ
リ
シ
鈴
注（２）の一七～一八頁。
注（５）の四六四～四六五頁を参照。
こ
の
墓
碑
は
「
砂
岩
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
じ
っ
さ
い
は
「
花
崗
岩
」
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
花
崗
岩
は
も
と
も
と
風
化
し
て
い
る
も
の
が
多
い
と
い
う
。
「
墹
補
版
八
尾
市
史
（
前
近
代
）
本
文
編
』
（
八
尾
市
史
編
集
委
員
会
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
）
、
四
六
五
～
四
六
六
頁
を
参
照
。
棚
橋
利
光
『
八
尾
・
柏
原
の
歴
史
』
（
松
籟
社
、
平
成
二
年
三
月
）
、
一
五
七
頁
。
『
新
版
八
尾
の
史
跡
』
（
八
尾
市
市
長
公
室
広
報
課
、
八
尾
郷
土
文
化
研
究
会
、
『近畿キリシタン史話』（中央出版社、昭和二十四年六月）、’七頁。
五六頁。
昭
和
六
十
一
年
）
を
参
照
。
130（11）
（
⑬
）
注
（
、
）
の
二
頁
。
（Ｍ）注（ｕ）の一三頁。
本
稿
を
草
す
る
う
え
で
、
八
尾
市
教
育
委
員
会
、
岡
村
俊
狄
お
よ
び
細
木
磯
治
両
氏
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
(12）１２９
日本最古のキリシタン墓碑について
ｉｊｉｉｌｌｌ１曇1111Ｉ
Ｉ
〆
；
八尾市本町の岡村俊狄邸にある日本股
古のキリシタン墓（81cmX50cIUl)。
〔筆者撮影〕 !；i蕊iililiii蕊議議；
鐸霞E:Ｚ
長崎県東彼杵郡川棚町の常在寺の基地に
ある，日本で二番目に古いキリシタン墓
(長崎県指定史跡)。大きさは，約６０ｃｍ～
70ｃｍ×約２９ｃｍ。〔読者撮影〕
128（13）
iiI1IlIIiiiIliiliII1111IlllliiiII1IIiil
【|'火の丘のUiJMlが常在寺の墓地。キリシタン墓は，樹林のなかにある。〔筆者搬影〕
ii;i隈HIH，j護
常在寺の墓地にある厨永二介の妻（元iI1八年〔1622〕没）の錨。〔策者撮影〕
(14）１２７
TheOldestChristianMarkersinJapaｎ
Ｉｔｗａｓｉｎｔｈｅｌ８[hｙｅａｒｏｆＴｅｎｍｏｎ（Ａｎｌ５４９）thatChristianitywasfirst
introducedintoJapan、TheSpanishJesuitmissionaryFranciscoXavier
(1506-1552）andhisfollowerslandedatKagoshimatopromulgateChristi‐
anityamongtheJapaneseandimparteditsdoctorinesbypermissionof
thefeudallord，TakahisaShimazu（島津貴久lThosemissionaricswho
prcachedChristianityamongtheJapanescwerecalled`Bateren，（伴天連）or
theJesuitmissionariesinJapan．
AlthoughtheteachingsofChristiaｎｉｔｙｗｅｒｅｎｏｔｒｅｃｅｉｖｅｄｆａｖｏｒａｂｌｙｂｙthe
peopleatfirst，ｔｈｅｙwereeventuallywaImlywelcomed，partlybecauseof
theirnovelty．
TheJapaneseChristiansweregenerallycalled`Kirishitan，（切利支丹）or
Tenshuky6to，(天主教徒)．Ｔｈｅｎａｍｅ`Kirishitan,issupposedtohaveorigi‐
natedinthePortugueseword`christdo，、Christianityspreadfast，mainlyin
theKinkiandChngokudistricts,ａｎｄｏｎＫｙｎｓｈｕＩｓｌａｎｄ・However,ｔｈｅｎｅｗｒｅ‐
ｌｉｇｉｏｎｗａｓｄｏｏｍｅｄｔｏｂｃｂａｎｎｅｄｂｙｔｈｅｏｒｄｅｒｏｆＨｉｄｅｙｏｓｈｉＴｏｙｏｔｏｍｉｉｎｔｈｅ
l5lhyearofTenmon（Ａ､、1587)．
ThesuppressionofChristianitybecamestricterundertheTokugaware‐
gimeinthel7lhyearofKeicho（Ａ､、1612)，whichresultedinthedestruc‐
tionofNanbandera，（南蛮寺）orChristiantemples，theexpulsionof
missionariesasweｌｌａｓｎａｔｉｖｅＣｈｒｉｓｔｉａｎｓａｎｄｓｅｖｅｒｅｐｕｎｉｓｈｍｅｎｔｓ・Ｔｈｅｐｅｒｓｅ‐
cutionofJapaneseChristianslastedforabout280years，upuntiltheearly
daysoftheMeijierａ（Le､1870s)．
ＷｈｅｎａｎａｔｉｖｅＣｈｒｉｓｔｉａｎｄｉｃｄ，ｉｔｗａｓａｃｕｓｔｏｍｆｏｒｔｈｅｎｅｏｐｈｙｔｅｓｔｏｓｅｔｕＰ
ｌ２６０５）
atombstoneol1tbcgrave、AstheoppressiollofChristiansincreased，ｈｏｗ‐
ever，themarkershadtobeconccalcdfromthcauthoritics・Butquiteafcw
markersthatescapeddestructiol〕werescattel･ｃｄｈｃｒｅａｎｄｔｈｅｒｅｉｎｔｈｅＫｉｎｋｉ
ｄｉｓｔｒｉｃｔｓａｎｄｏｎＫｙｎｓｈ〔ilsland．
ThisessaydiscussesthetwooldestChristianmarkersinexistenceinJa‐
pan､ＯｎｅｉｓａｔＨｏｎｃｈｏｉｎＹａｏ（八尾）city，Ｏｓａｋａａｎｄｔｈｅｏｔｈｅｒｉｓｉｎ
Ｋａｗａｔａｌ〕alnachi（)||棚町)，Sascbocity,Kynshqlsland､Asrcgardsthesetwo
gravemarkers，somcspecialistsonJapanescChristiansalludedtothemin
thepast・However，ｍａｎｙｙｅａｒｓｈａｖｅｐａｓｓｅｄｓｉｎｃｅｔｈｃｙｈａvebeendis‐
cussed，ｓｏｉｔｉｓｗｏｒｔｈｗｈｉｌｅｔｏｒｃｆｅｒｔｏｔｈｅｉ1.ｓ（(Zllｲｓ９ｌｲ０．
TheoldestChristiangravestone，discoveredbyToshijiNaitoiｎｔｈｅ９１ｈ
ｙｃａｒｏｆＳｈＯｗａ（ＡＤ､1934)，washalfburicdinthecorneroftheyard､Latcr
Toshijimovedthemarkertothｃ'Saigobochi'（西郷墓地),alocalpubliccemc‐
teryintheAzaSaigo，Ｙａｏｌｌｌａｃｈｉ（nowadayslch6me，Suehirocho，Yao
city)．
Ｔｈｅｍａｒｋｅｒｉｓｍａｄｅｕｐｏｆｇｌ･anite・Ｔｈｅｓｉｚｃｉｓ９８ｃｍｉｎｈｃｉｇｈｔ，５０ｃｍｉｌ１
ｗｉｄｔｈ，ａｌｌｄｓｏｍｃ２０ｃｍｉｌｌｔｈｉｃｋｎｃｓｓ､Ｉｔｉｓａｎｏｖａｌｓｑｕａｒｅｉｎｓｈａｐｅ、About
30yearsago，theinscriptionwaslegible，ｂｕｔｉｔｉｓａｌｍｏｓｔｉｌｌｅｇｉｂｌｃｎｏｗ、The
gravebelongstoaJapaneseChristiannallucd`Mantio'ｗｈｏｄｉｅｄｏｎｔｈｅ２６Ｉｈ
ｏｆＭａｙｉｎｔｈeyearofTensho（Ａ､Ｄ２６Ｊｕｎｃｌ５８２)．
ＮｏｔｍｕｃｈｉｓｋｎｏｗｎａｂｏｕｔＭａｎｔｉｏ､However，ｉｔ'sclearthathcdicdaweek
befo1℃MitsuhideAkechi，afeudallord，raidcdtheHonn6jitemple，where
NobunagaOdacommitedsuicidc・Ｔｂｅｇｌ･ａｖｃｗａｓｌｏｎｇｉｎｔｈｃｐｕｂｌｉｃｃｅｍｃ‐
terycalled‘Saigobochi,locatedatAzaSaigo，Yaomachi，ｂｕｔｉｔｗａｓ
ｔｒａｌｌｓｆｅｒｅｄｔｏｔｈｅｈｏｕｓｅｏｆＭｒ・ＴｏｓｈｉａｋｉＯｋａｍｕｒａｒｅｓｉｄｉｎｇａｔＮｏ､６，Honcho，
Yaocity・Accordillgtohim，ｈｅ1℃ｍｏｖｅｄｔｈｅｇｒａｖｅｆｒｏｍｔｈｅ‘Saigobochi，ｔｏ
ｈｉｓｐｒｅｓｅｎｔｈｏｍｅｉｎｔｈｅｌ９６０ｓ．
(16）１２５
ＴｈｅｓｅcondoldestChristiallmarkerinexislcncestandsinthecemeteryof
`J6zaijitemple，(常在寺）locatedinKawatana-machi，Higashisonogicounty，
Nagasakiprefecture・Inthe3MyearofMeireki（ＡＤ､1657)，whenhundreds
of`KakureKirishitan'（closetChristians）wcredctectedandexecutcdbythe
poｌｉｃｅｉｎｔｈｅｆｃｕｄａｌｌｏｌ･dOIIlura'sterritory，almostalltheChristianmarkers
wercthoroughlydcstroycd,Strangelyenough，however，theChristiantomb‐
stoneinKawatanaescapcddestruction．
ThcgravemarkerbelongstothewifeofNisukeTominaga（富永二介)．
Thcdeceased，whohadthcsupposedChristianname‘Maria,，diedonthe
l51hofJulyintheyearofGcnna（Ａ､D21Augustl622).Themarkerwasdis‐
covcredbyayounglnannamedChpjiUkuandhisclosefriendinDecember
inthel5IhyearofTaisho（ＡＤ､1926)，whiletheywcreengagedincatching
aJapanescwhite-eyeinthehillattｈｅｂａｃｋｏ[J6mijitemple．
Thcgravemarkerislnadcupo［naturalstonc・Ｔｈｅｓｉｚｅｉｓａｂｏｕｔ７０ｃｍｉｎ
ｈｅｉｇｈｔ，２９ｃｍｉｎｗｉｄｔｈ，ａｎｄｌＯｃｍｉｎｔｈｉｃｋｌ１ｅｓｓ､Itisrectangularinshape､Ａｌ‐
thoughtheinscriptionisstillvcrｙｌｅｇｉｂｌｅ，cxactlyhowtoreadtheWcstern
Charactersremainsamystcry．
ｌ６ＮｏＭ２０００
ＰｒｏＬＴａｋａｓｂｉＭｉｙａｎａｇａ
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